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Pursuing the origin of Nagoya Gakuin University’s founding 
spirit “Fear God, Love People.”



































1）　『 創 世 記 』2：7（Vulgata）“tunc formavit Dominus Deus hominem pulverem de humo et inspiravit in 
nares eius spiraculum vitae, et factus est homo in animam viventem.”
















































































































I Became a Christian』を脱稿する。1894年（明治27）には『代表的日本人』（Representative Men 





































































































3．“How I became a Christian: Out of my diary”における真空
　“How I became a Christian: Out of my diary”，つまり『余は如何にして基督信徒となりし乎』と
訳された内村のこの著書は，彼自身の日記 16）を基にしてどのようにしてキリスト教徒になったか
について，言い換えれば，改宗において彼が経験した精神的成長の様々な段階について正直に告
15）　『内村鑑三全集 36』，456―457頁。原文「Life is Love, and What more is needed to make this globe a 
veritable paradise than the Religion of―....Recently, the idea of Christian Brotherhood is taking possession 
of my head and heart.  That we are brothers, that I own nothing for myself alone, that mine are theirs and 
theirs are mine by the right of our Christian fellowship, that I have to serve them, and with God’s help, 
to give my life for them―never before in my Christian experience has this idea come so powerfully upon 
me.  Is this not the solution of all political and economical and other social problems? Not Socialism, but 
Communism with separate pockets,―is that not an ideal Christian state? And what more is grander than 
a life that gives his all to his brothers! My will, my intellect, my body, my life,―they are my brothers’ 
because they are God’s.」




















































































































































































































































































































































































76）　“How I became a Christian: Out of my diary”（『内村鑑三全集3』），130頁。その例として，二か月間の
夏休み中，寄宿舎に一人残って孤独な時間を過ごしていたとき，彼は，自分の中に臨在し続ける神の霊






のに学位が授与されたことなど，寛大に惜しみなく待遇されたことである（“How I became a Christian: 
Out of my diary”（『内村鑑三全集3』），129―131頁。）
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　f．  内村にとって建学の精神「敬神愛人」の現代化は「祈りつつ働き，感謝しつつ学ぶ 93）」であ
91）　例えば，内村は日本の国民性は神の賜物であるという認識をもち，それをキリスト教の中で活かそう
としていた（124頁）。そのほかに郷土愛や愛国心についての彼の考えについては次の箇所を参照せよ。
“How I became a Christian: Out of my diary”（『内村鑑三全集3』），77―78，92，101―102，108，124頁。
92）　次の箇所を参考にせよ。同上，55，65，66―67頁。
93）　藤巻孝之，前掲書，156―158頁
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るが，今の時代における建学の精神の現代化の意味を問い続ける。
6.3．キリスト教主義大学の本質やアイデンティティに関わる二つのミッション
　以上のように，内村の精神に学んでキリスト教主義学校の建学の精神を実現していくにあたり，
特に重要な二つの課題（ミッション），すなわち「キリスト教的兄弟愛」を理解している人材の
確保と，その人材と学生との交わりの場の拡大について考察してみた。そのほかにも建学の精神
の実現にはさまざまな取り組みが必要であろうが，この二つの課題は，おそらく多くのキリスト
教信徒の教職員によって運営されていた時代には，自然に共感・共有されていた根本課題であろ
う。いつの間にか時代が変わり，ほとんどのキリスト教主義学校において非キリスト教徒の教職
員の割合がほとんどを占める今の状況にいたっては，これらの伝統的で宗教的な課題への関心は
学校運営の中心から遠ざかりつつあるかもしれない。しかし，建学の精神の根底にあるもの，す
なわちキリスト教主義大学の本質やアイデンティティに関わるものを支え，維持・発展させる課
題において欠かせないのは，これらの伝統的なミッションであるに違いない。学生たちのチャペ
ル参加やキリスト教科目履修など表のキリスト教主義教育の背景にあるべきものもこのミッショ
ンなのではなかろうか。
7．おわりに
　本研究は，名古屋英和学校を前身とする名古屋学院大学の建学の精神「敬神愛人」の源流を辿
ろうとする試みである。特に「敬神愛人」の源流の一つとして，明治時代名古屋英和学校の教員
だった頃の内村鑑三が語っていた「キリスト教的兄弟愛」を取り上げた。そして，その意味を明
らかにするため，彼が愛のないキリスト教に躓くことによって経験した真空という内面的挫折の
実像と真空問題の解決過程とを分析した。また，真空問題の解決過程において内村がキリスト教
信仰の神髄を悟り，キリスト者としての確固たるアイデンティティを見出すようになったことに
ついて紹介した。さらに，これらの議論を通してその意味が明らかになった内村の「キリスト教
的兄弟愛」が名古屋学院大学の建学の精神の底辺に流れる精神を成しているということに触れつ
つ，今日建学の精神の実現において忘れてはならない根本課題について考察してみた。
　われわれは建学の精神の源流に含まれる内村の「キリスト教的兄弟愛」を通して，キリスト者
の教職員の数が著しく少なくなってきた今の時代に，キリスト教的精神が教育活動においていか
なる意味をもつかについて，伝統的なミッションの見地から根本的に考えることができたのでは
なかろうか。そして，学校と社会においてキリスト教精神がなぜ必要なのか，についても内村の
経験から得られた確固たる根拠を通して理解できるようになったのではなかろうか。内村のキリ
スト教的精神への正しい理解は，今もなお，名古屋学院大学をはじめ，日本の多くのキリスト教
主義学校の建学の精神の実現に携わる教職員に確かな根拠と確信をもたらすに違いない。
　名古屋英和学校の創設者クライン博士は，学生と社会に及ぼす良き影響への揺るぎない確信を
もって「敬神愛人」を建学の精神として学校設立と学校運営に尽力していたであろう。そして，
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長い歴史の間，クライン博士のその意を受け継ぎ尊重する数多くの教職員によって，建学の精神
は守られ，学校発展に生かされたであろう。
　人間の命の根源である神の息（神の霊）に導かれた学校創設者のこのspiritが学校運営や教育
活動全般に行き渡って息づき，学校に存在意義と活力を与えるように働きかけること，そして，
このspiritをもつ学生を一人でも多く社会に送り出すことによって金や物にすべての価値を置く
拝金主義的風潮に流されず，善を行い，真理のような非物質的価値を重んじる社会になるように
働きかけることは，学校存立の理由であり，根本的なミッションである。これは正に内村の「キ
リスト教的兄弟愛」のような宗教的概念に基づいており，それを認識することは，建学の精神の
実現において欠かせない部分である。
　立派な現代式キャンパスから約100年という隔たりのあるあの時代の建学の精神を眺めると，
古くて地味な宗教臭いもののように見えるかもしれない。しかし，それは懐かしい生まれ故郷の
ような原点であり，成長の土台であることには変わらない。その原点と土台を忘れないこと，さ
らには現代に合った形で継承・発展させようとする努力は，この学校に属する教職員皆に求めら
れるものであろう。 
